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要約 

近年、⼈⼯知能の発展は加速し続けており、⽣成的⼈⼯知能やエージェントなどの新技術とその応
⽤が次々と登場し、社会、⽣産、⽣活に対する⼈⼯知能の再構築的な影響が徐々に顕在化している。
⼈⼯知能が社会の運営や個⼈の⽣活様式を積極的かつ深く変⾰し、多くの利便性をもたらす⼀⽅で、
多くの倫理的・安全上の課題ももたらしている。 

⼈⼯知能の安全性と管理可能性をさらに確保し、⼈⼯知能の発展と安全を統合的に推進し、国
家の経済、社会、⽣態系などに対する⼈⼯知能の持続的な推進作⽤を保障し、⼈⼯知能の応⽤関
係者が各応⽤シーンにおいて関連活動を⾏う際、発展、安全、および倫理の各⽅⾯への影響をより適
切に両⽴させるため、本⽂書は⼈⼯知能応⽤の倫理・安全に関する理念と原則を⽰し、関連活動を⾏
うための基本要件を提⽰し、各⽅⾯の実践に向けた応⽤指針を提供する。本⽂書は、原則的かつ参考
的な技術⽂書である。個⼈情報、⾃動化された意思決定、コンテンツの識別、アルゴリズムガバナンス、
知的財産権等の事項に関しては、現⾏の法律・法規および省庁の規則と整合させて適⽤すべきである。  
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⼈⼯知能の応⽤に関する倫理・安全ガイドライン 

1 適⽤範囲 

本⽂書は、⼈⼯知能（AI）の応⽤における倫理的・安全上の影響を提⽰し、AI 応⽤の倫理
的・安全上の理念と原則を提唱するとともに、AI アプリケーションの開発、サービスの提供、および利⽤に
関する安全指針を規定するものである。 

本⽂書は、組織および個⼈が⼈⼯知能応⽤活動を⾏う際の指針となるほか、関連する所管官
庁、業界団体および関係機関が⼈⼯知能の倫理・安全ガバナンスを推進する際の参考となる。 

2 規範的引⽤⽂書 

以下の⽂書の内容は、本⽂中の規範的引⽤を通じて、本⽂書の不可⽋な条項を構成する。その
うち、⽇付が明記された引⽤⽂書については、その⽇付に対応する版のみが本⽂書に適⽤される。⽇付
が明記されていない引⽤⽂書については、その最新版（すべての修正書を含む）が本⽂書に適⽤され
る。 

GB/T 25069 情報セキュリティ技術 ⽤語 

GB/T 41867 情報技術 ⼈⼯知能 ⽤語 

3 ⽤語および定義 

GB/T 25069 および GB/T 41867 で定義された⽤語および定義、ならびに以下の⽤語および
定義が本規格に適⽤される。 

3.1 ⼈⼯知能アプリケーション artificial intelligence application 

ステークホルダーのシナリオにおいて、期待される結果を実現するために動作する、機能的特性を備
えた⼈⼯知能の利⽤。 

[出典︓ISO/IEC 5339:2024(en), 3.1] 

3.2 ⼈⼯知能アプリケーションの倫理的安全性（以下「倫理的安全性」という） ethics-safety 
of artificial intelligence applications 

⼈⼯知能の応⽤活動を⾏い、⼈⼯知能と⼈間、社会、⾃然との相互関係を扱う際、安全への影
響という観点から、保障すべき倫理的価値や秩序に関する規範および指針。 

3.3 アプリケーション開発者 developer 
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AI アプリケーションの理論研究、技術⾰新、データ収集、モデル開発、アルゴリズムの反復などの関
連活動を⾏う、あるいは AI の理論や技術を利⽤して特定の機能を有し、特定のニーズを満たすシステム、
製品、またはサービスを形成する組織または個⼈。 

3.4 サービス提供者 

仕事や⽣活の場⾯において、AI 技術を活⽤して具体的な対象にサービスを提供する組織または
個⼈。 

3.5 利⽤者 

仕事や⽣活の場⾯において、⼈⼯知能システム、製品、またはサービスを利⽤する組織または個
⼈。 

4 ⼈⼯知能応⽤の倫理的・安全⾯への影響 

主な影響には以下が含まれる︓ 

a） ⼈間の主導権への影響̶̶AI の⾏動が、⼈間が想定し、理解し、制御できる範囲を超え、
AI 応⽤の重要な節点における監視、介⼊、是正が不⼗分な場合、社会の運営やガバナンス
における⼈間の主導的地位を脅かす可能性がある。 

b） 公共秩序への影響――⼈⼯知能が社会の運営や意思決定に活⽤される中、技術の急速な
進化に対し社会の適応が⽐較的遅れる状況下では、⾏動規範、市場秩序、社会的信頼に
影響を及ぼし、最終的には社会の基盤となる公共秩序に打撃を与える可能性がある。 

c） 個⼈の認識と社会的価値観への影響̶̶AI の普及によって形成される新たな社会環境は、
個⼈の認識や社会的価値観体系に衝撃を与え、⼈間による過度な依存や、個⼈と現実社
会との乖離といった問題を引き起こす可能性がある。 

d） 社会分断と差別の影響̶̶AI の応⽤は異なる集団に異なる影響を及ぼす可能性があり、
偏⾒や差別を増幅させ、構造的な不利益をもたらし、公平・公正を損ない、社会分断を深刻
化させる。 

e） ⽣命・健康および基本的権利への影響̶̶⼈⼯知能はその全く新しい応⽤⽅法により、⾃
然⼈の⽣命・健康、⾝体の安全、⼈格の尊厳、プライバシー、財産、労働などの基本的権利
に影響を及ぼす可能性がある。また、組織の合法的権益を侵害したり、悪影響を及ぼしたりす
る可能性があり、さらには国家安全保障や公共の安全に危害をもたらす恐れもある。 

f） 持続可能な⽣態系への影響̶̶不合理な AI 技術の路線選択や応⽤モデルは、体系的な
⽣態系への負荷をもたらし、⼈間と⾃然の持続可能な発展に影響を及ぼす可能性がある。 
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5 倫理的安全の理念と原則 

5.1 倫理的安全の理念 

⼈⼯知能の応⽤活動を⾏う際には、倫理・安全上の要件を全プロセスに貫き、安全への影響とい
う観点から、⼈⼯知能と⼈間、社会、⾃然との相互関係を適切に処理しなければならない。⼈類の福
祉、社会への貢献、持続可能な発展を指針とし、⼈⼯知能が有益かつ安全で公平な⽅向へと健全か
つ秩序ある発展を遂げるよう推進し、不合理な技術路線の選択や盲⽬的な応⽤を回避し、⼈⼯知能
が常に⼈類の共通の福祉の増進に資することを保障しなければならない。 

5.2 倫理・安全の原則 

主な原則は以下の通りである︓ 

a） ⼈類の福祉の増進︓正しい価値観を堅持し、AI の善への活⽤と⼈間中⼼の姿勢を貫き、
AI が⼈間の全⾯的な発展と社会の共通利益に資するよう推進し、⽣産・⽣活⽔準の向上、
公共サービスの改善、社会ガバナンスの効率化を促進する。AI が積極的な役割を果たし、⼈
間の能⼒を拡張し、社会福祉を増進することを奨励するとともに、個⼈の労働・就業の権利を
保護し、AI の応⽤が引き起こす可能性のある雇⽤代替や失業のリスクについて事前にアセスメ
ントを⾏い、防⽌する。 

b） ⽣命の権利の尊重︓⽣命⾄上、尊厳優先を堅持し、⼈の⽣命・健康、⾝体の安全、⼈格の
尊厳および基本的権益を尊重し保障する。⼈の⾃律的な意思決定を保障し、個⼈の主体
性を維持し、過度な依存を回避する。⽣命・健康、⾝体の安全、⼈格の尊厳などに関わる重
要な場⾯における AI の応⽤は、⼈の⽣命の権利と基本的権益の保障を最低ラインとし、⼈
の⼼⾝の健康、⾝体の安全および⼈格の尊厳に悪影響を及ぼさないようにする。 

c） 公平・公正の堅持︓公平・包摂および機会均等を堅持し、⼈⼯知能の応⽤によって不当な
差別的扱いが⽣じたり、既存の不公正が助⻑されたりすることを回避する。技術的バイアスや
差別の排除を堅持し、⼈⼯知能が特定の⺠族、信仰、国籍、性別などの集団、および特定
の組織やサービスに対して不公正な影響を与えないよう確保する。特別な⽴場にある⼈々や
社会的弱者の権益に配慮し、⼈⼯知能が公共サービスの公平性とアクセシビリティを向上させ
るよう促す。 

d） リスクの適切な管理︓発展と安全を同等に重視し、AI 活⽤の積極的な価値と潜在的な影響
を総合的に考慮する。リスク意識と底線思考を強化し、安全・信頼性・予測可能性の範囲内
で、健全かつ秩序ある AI 活⽤を推進する。国家安全、公共の安全、⽣命・健康などに重⼤
な影響を及ぼす可能性のある AI 活⽤については慎重に実施し、違法な使⽤、悪意ある利
⽤、濫⽤などを事前に防⽌する。 

e） 公開と透明性の維持︓AI 活⽤の透明性を⾼め、より明確で、認識可能、理解可能、かつ追
跡可能な形で運⽤されるよう推進し、社会における AI への認識と信頼を深める。 
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f） プライバシーと安全の保護︓個⼈のプライバシー権を尊重し、AI の応⽤が合理的な期待に基
づくプライバシーの境界を侵害することを避け、個⼈および家庭のプライバシー空間を保護し、社
会⼀般の AI 応⽤に対する信頼を⾼める。 

g） 制御可能かつ信頼性を確保する︓AI アプリケーションの主導権が⼈間にあることを確保し、安
全な開発を奨励する。重要な段階に⼈間の制御メカニズムを設け、緊急対応および⼈為的
介⼊の仕組みを構築し、AI の運⽤が常に⼈間の管理下にあり、善の⽅向へ発展するよう確
保する。AI が⼈間の監督から逸脱したり、⼈類の⽣存や発展を脅かしたりすることを防ぐ。 

h） アジャイルな共同ガバナンス︓安全性の相互承認を強化し、ガバナンス規則、技術標準、セキ
ュリティ基準などの国際的な整合性を推進し、アジャイルなガバナンスの⽔準を⾼め、各主体の
協調的な共同ガバナンスを促進する。関連主体が共同で AI 応⽤の倫理・安全ガバナンス責
任を果たすよう促し、連携と協⼒を強化してガバナンスの合⼒を結集し、技術的障壁や閉鎖
的・排他的な姿勢によるデータ格差の拡⼤を回避する。社会の AI 応⽤リテラシーを向上さ
せ、AI の健全かつ秩序ある発展を共に保障する。 

i） 包摂的共有︓協⼒共⽣、能⼒共同構築、利益共有の⼈⼯知能エコシステムを構築し、⼈
⼯知能を利⽤して他者を強制したり、独占を⾏ったりしない。オープンソースのイノベーションエコ
システムを育成し、⼈⼯知能モデル、ツールコンポーネント、評価基準などの全⽅位的な技術の
オープンソース化を奨励するとともに、オープンソースエコシステムのセキュリティ能⼒を向上させ
る。異なるアプローチによる技術的探求を奨励し、⼈⼯知能の知識成果、ベストプラクティス、
セキュリティガバナンスの経験を共有し、⼈⼯知能の応⽤成果がより広く社会に恩恵をもたらす
よう推進する。 

6 倫理・安全ガイドライン 

6.1 ⼀般的な指針 

主な指針は以下の通りである︓ 

a） AI 応⽤活動を展開する前に、その⽬的と影響について事前にアセスメントを⾏い、国家安全
保障、公共の利益、組織および個⼈の権益を⼗分に保障する。 

b） 集団主義や⼈間の全⾯的な発展などの原則に基づき、中国の国情と⽂化的伝統に合致した
倫理規範体系を構築する。 

c） ⼈⼯知能の応⽤価値、能⼒の限界、および潜在的な影響を正しく認識し、盲⽬的な信頼、
⼀⽅的な誇⼤宣伝、および過度な宣伝を避ける。 

d） 重要な段階における⼈間の判断、監督、介⼊、および是正を保持し、⼈⼯知能による⼈間の
意思決定の過度な代替を避ける。 
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e） プライバシーおよび個⼈情報の保護を重視し、関連情報の過度な収集、不適切な使⽤、漏
洩、または濫⽤を防⽌する。 

f） ⼈⼯知能の応⽤がもたらす可能性のある偏⾒、差別、機会の不平等といった影響に留意し、
未成年者、⾼齢者、障がい者など、影響を受けやすい⼈々の保護を重視する。 

g） AI 応⽤の倫理的素養を全⾯的に向上させ、AI の倫理的応⽤が及ぼす影響に関する安全リ
スクの提⽰、フィードバック、改善を強化し、問題を速やかに発⾒して適切な措置を講じる。 

h） 適時に倫理・安全影響アセスメントを実施し、倫理・安全リスクを速やかに識別するとともに、倫
理・安全対策の整備を⾏う。 

i） ⽣命・健康および⾝体の安全に関わるものについては、⼈間中⼼、安全優先、慎重な適⽤を
堅持し、⽣命・健康および⾝体の安全の保障を最低ラインとして、AI 応⽤の適⽤範囲と責任
の所在を確⽴する。 

j） 社会ガバナンスや公共サービスに関わる場合は、公益優先・公平公正を堅持し、質の向上と
効率化を図ると同時に、公共サービスの普遍性、アクセス可能性、⼿続きの適正性を保障し、
公衆の知る権利、異議申し⽴て、再審査、救済のルートが有効に機能するよう保障する。 

k）  情報・通信・伝播に関わるものについては、真実性と信頼性、健全な情報環境の構築を重視
し、AI による良質なコンテンツの供給と伝播効率の向上を推進すると同時に、伝播秩序と受
衆の権益を守り、違法・規制違反コンテンツの発⽣を防⽌する。⽣成およびレコメンデーションに
関するリスクガバナンスを強化し、AI がもたらす可能性のある「インフォメーション・バブル」、認知
の誤導、認知の退化などの問題を回避する。 

l） 知識の発⾒と⽣産に関わる分野においては、真実の追求と実務重視、検証可能性、および学
術的誠実さを堅持する。科学研究、技術開発、⾼等教育などの活動において、⼈⼯知能が
補助的・増強的な役割を果たし、⼈間の創造性と主体性をより⼀層発揮できるよう奨励す
る。重要な結論や判断については、必要な検証と責任の所在を確保し、証拠、引⽤、および
著作者表⽰の規範を強化するとともに、知的財産権と成果の帰属の境界を尊重する。 

m） ⾦融活動に関わるものについては、堅実かつ慎重な姿勢を堅持し、リスク管理と消費者保護
を重視する。個⼈の財産権益、取引機会、取引条件に影響を及ぼす可能性のある重要な段
階については、責任の追跡と結果の検証が容易となるよう明確なルールを設け、公正な競争と
市場秩序への影響に留意する。 

6.2 アプリケーション開発ガイドライン 

主な指針は以下の通りである︓ 
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a） AI アプリケーションの倫理的・安全性を総合的に考慮し、倫理要件を満たすための安全な開
発ニーズを識別する。AI の合法的かつコンプライアンスに則った利⽤状況に慎重に留意し、単
なる性能や効率の⽬標のみに駆り⽴てられた反復開発や最適化・改良を避ける。 

b） わが国の AI 技術倫理審査要件を満たし、⾼度な⾃律性を備えた AI アプリケーションの開発
には慎重を期し、その制御不能リスクおよび産業・社会への影響を重点的にアセスメントする。 

c） ⼈⼯知能の応⽤における技術的能⼒の限界と可能性を理性的に認識し、「幻覚」などの問題
を正しく捉え、根拠が乏しい、あるいは不確実性が⼤きい出⼒に対しては、必要な管理措置を
講じるとともに、説明を⾏う。 

d） 安全性・管理可能性、公平性・公正性、プライバシー保護、機会均等の理念を、データの選
定、⽬標設定、アルゴリズム設計、技術開発、製品開発、テスト・アセスメント、運⽤・保守など
の全プロセスに貫く。 

e） 未成年者、⾼齢者、障がい者など影響を受けやすいグループの特性に配慮し、アプリケーション
開発の過程で特別な設計上の配慮を⾏う。安全に関する注意喚起、透明性に関するセキュリ
ティラベル、プライバシーに関する同意などは、年齢に応じた理解可能な⾔葉を⽤い、かつ適⽤
されるアクセシビリティ要件に準拠し、影響を受けやすいグループが明確に認識できるようにす
る。 

f） 技術的に実現可能であり、業界の⼀般的な技術⽔準に合致することを前提として、開発プロ
セスの透明性を⾼める。AI の適⽤シナリオや影響度などを踏まえ、安全な設定および展開のた
めの操作ガイドラインを策定・提供し、AI アプリケーションの機能、限界、セキュリティリスク、およ
び起こりうる影響について、適時、正確かつ完全に外部へ説明する。 

g） インシデント情報の追跡メカニズムを設け、リスク事象に関連する必要な情報を保持し、紛争、
損害、または事故が発⽣した際に、事後分析を⾏い、責任の追跡を裏付けることができるよう
にする。 

h） 異なる組織や個⼈間の協⼒と相互信頼を促進し、健全な競争と多様な技術ルートの並⾏発
展を促し、倫理的・安全上のリスクへの対応を協調して⾏う。 

6.3 サービス提供ガイドライン 

主な指針は以下の通りである︓ 

a） 倫理的影響に関する規範に適合した AI アプリケーションの⽬標を選択し、社会が認識するサ
ービスの能⼒と限界を理性的に導き、潜在的なリスクを適時に提⽰し、利⽤者に誤解を与えな
いようにする。 

b） 科学技術倫理審査の要件を満たす製品やアプリケーションを提供し、AI アプリケーションのライ
フサイクル全体にわたる追跡審査を強化する。 
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c） 国家安全保障、社会の公共の利益、組織および個⼈の重⼤な⽣命・財産の安全に関わるサ
ービスにおいては、⼈⼯知能は意思決定の補助的役割のみを担い、直接的な意思決定の根
拠を提供してはならない。 

d） 明確かつ操作しやすい⽅法で、利⽤者に AI サービスの拒否、介⼊、および利⽤停⽌の仕組
みを提供する。利⽤者が電源を切る、システムを停⽌するなどの⽅法で容易に強制的に停⽌
できないような AI サービスの提供を極⼒避ける。 

AI サービスの提供を避けるよう努める。 

a） 利⽤者のプライバシーおよび機微な個⼈情報の処理を可能な限り最⼩限に抑え、適法、正
当、必要、最⼩化の原則に従い、不正な収集、強制的収集、濫⽤を根絶し、情報漏洩およ
び不適切な開⽰を防⽌する。 

b） モデルの学習やサービスの改善のために利⽤者のデータを収集する必要がある場合は、データ
収集の状態を利⽤者に継続的に通知し、停⽌⽅法を明確に告知すべきである。 

c） 事故対応メカニズムを設け、サービスの運⽤過程を継続的に監視し、倫理・安全上のリスクを
能動的に識別し、倫理・安全上の問題を適時に対処し、合法かつコンプライアンスに則った利
⽤を確保する。必要に応じて、⼈的な緊急介⼊や利⽤の中⽌などの⼿段を講じる。 

d） 未成年者、⾼齢者、障がい者など影響を受けやすい層を対象としたサービスを提供する際は、
サービスの利便性を特に⾼め、利⽤上の障壁が⽣じないようにする。 

e） サービスが個⼈の権利・義務や公共資源の配分などの場⾯に関わる場合、公平性を重点的
に⾼め、リスクに関する注意喚起を充実させる。 

6.4 アプリ利⽤ガイドライン 

主な指針は以下の通りである︓ 

a） ⼈⼯知能を正しく認識し、⼈⼯知能の倫理・安全に関する基礎知識を学び、虚偽・誤り・誤
解を招くコンテンツを識別する能⼒を⾼め、⼈⼯知能に関連する物理的安全リスクや意思決
定の安全リスクに対する認識を深め、理性的かつ慎重な利⽤習慣を⾝につける。 

b） ⼈⼯知能を適度に利⽤し、⼈⼯知能による感情サービスの原理を正しく理解し、⼈⼯知能を
実⽣活における補助ツールとして位置づけ、過度な依存や過度な没⼊を避け、⼈⼯知能によ
って現実の交流や実際の活動を過度に代替することを避ける。 

c） AI を適切に活⽤し、学習、⽣活、創作を⽀援することで、個⼈の主体性の向上と創造性の
発揮を促進する。 
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d） ⼈⼯知能を合法的に利⽤し、他者の尊厳と合法的権益を尊重する。⼈⼯知能を利⽤して他
者を誤導、嫌がらせ、操作したり、他⼈の⾝分を偽造・盗⽤したり、権威ある主体を模倣したり
せず、⼈⼯知能を⽤いて攻撃、破壊、窃盗などの違法・規則違反⾏為を⾏わない。 

e） ⾃⾝の機微な情報を適切に保護し、AI への機微な個⼈情報やプライバシー情報の提供・アッ
プロード・共有には慎重を期し、個⼈ファイルや営業秘密などの不測の漏洩を回避する。特に、
国家安全保障や公共の利益に関わる情報が不適切に拡散されることを重点的に防ぐ。 

f） AI リテラシーを⾼め、AI ⽣成・合成コンテンツのセキュリティラベル表⽰義務など、AI に関連す
る義務を積極的に履⾏し、倫理的・安全上のリスクを速やかに報告し、健全な AI エコシステム
の構築に貢献する。 


